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１、概要１、概要１、概要１、概要    

    本研究は、古典派経済学とケインズ経済学と

の違いについて焦点を当て、古典派とケイン

ズ派それぞれの基本的理論を体系的に整理し、

両者を画一する相違点を考察した。 

   その結果、両者を画一する相違点は、労働

市場、市場価格、貨幣需要の 3 点に対する捉

え方にあることが示された。 

    

２、背景２、背景２、背景２、背景    

            ケインズ経済学は 1936 年にイギリスの経

済学者ジョン・メイナード・ケインズが著書

「雇用・利子および貨幣の一般理論」で公表

した理論が中心なり、後に経済学として確立

されたものである。それまで主流であった経

済学を古典派経済学という。ケインズはケイ

ンズ・モデルと呼ばれる様々なモデルを構築

し、経済状況を分析した。彼の理論は後に、

ケインズ革命とも呼ばれるほどの革新を成し

遂げた。 

 

３、目的３、目的３、目的３、目的 

   二つの代表的な経済学を取り上げ、学習す

ることで 4年間学んできたことに更に深みを

持たせたい。 

    

４、研究方法４、研究方法４、研究方法４、研究方法    

   既存文献を参考にし、古典派とケインズ派

の基本的な理論を体系的にまとめ、それぞれ

の特徴を浮き彫りにして、両者を画一する相

違点は何か考察する。 

５、結果５、結果５、結果５、結果    

   古典派経済学の特徴は価格・賃金を伸縮的

に捉えることである。古典派の理論では価

格・賃金が経済状況に合わせて伸縮的な変動

をする（市場メカニズムが働く）ことで自然

と経済の均衡が保たれるとした。また、貨幣

の需要に対しては取引需要に重点を置いた。 

   一方、ケインズ経済学は価格・賃金を硬直

的なものとして捉えており、経済の不均衡を

解消するためには、政府による公的介入が不

可欠だとした。そして、貨幣の需要に対して

は、取引需要に加え、予備的動機、投機的動

機について重点を置いている。 

   これらの要素を踏まえ、両者を比較してみ

ると、労働市場、市場価格、貨幣需要の 3点

の捉え方に両者を画一する相違点があること

が考察された。 

 

６、考察６、考察６、考察６、考察    

            労働市場の捉え方 

① 古典派は、賃金が市場メカニズムの働き

によって伸縮的に変動することで、完全

雇用が実現されるとした。 

② ケインズ派は、賃金は硬直的なため、失

業の解消には公的介入によって、有効需

要を増大させることが必要だとする。 

市場価格の捉え方 

①古典派は、価格が市場メカニズムによる働

きで伸縮的に変化することで、需要と供給

のバランスがとれるものとした。 

②ケインズ派は、価格は硬直的であるとし、
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古典派の理論に対し異を唱えた。 

貨幣需要の捉え方 

①古典派は、貨幣の需要は取引需要にあると

していた。 

②ケインズ派は、貨幣の需要は取引需要のみ

ならず、予備的動機、投機的動機にもある

ことを提唱した。 
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